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除　夜　祭

23：35

水　行　式

23：55

除　夜　の　鐘

日
蓮
大
聖
人
が

「
日
本
第
一
の
智

者
と
な
し
給
へ
」

と
誓
願
し
二
十
一

日
間
の
断
食
行
を

さ
れ
、
満
願
の
日

に
大
聖
人
に
　
「
智

慧
の
宝
珠
」
を
授

け
た
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
虚
空
蔵

菩
薩
。そ
の
大
祭
が
九

月
十
三
日
に
奉
修

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
荘
厳
さ

れ
た
摩
尼
殿
に
お

い
て
、
午
前
八
時

よ
り
随
時
ご
祈
祷

が
行
わ
れ
、
年
参

の
栃
木
県
無
長
講

（
樋
口
周
二
講
元
）

様
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
参

詣
者
が
、
虚
空
蔵
様
か
ら
「
智

慧
」
を
授
か
ろ
う
と
来
山
さ
れ
、

ご
祈
祷
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

又
、
午
前
中
に
は
池
上
柳
嶋

法
縁
の
寺
院
方
が
三
十
名
程
来

虚
空
蔵
菩
薩
大
祭

一

　

　

　

　

′

寺
番
番
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山
さ
れ
、
お
開
帳
が
祖
師
堂
で

あ
り
、
一
時
は
摩
尼
殿
と
祖
師

堂
の
両
堂
で
お
経
を
あ
げ
る
と

い
う
場
面
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
日
で
蒸
し
暑
い
季
候
で
し

た
が
、
初
め
て
参
列
さ
れ
た
方

等
で
、
例
年
よ
り
多
い
参
列
者

の
中
、
午
後
二
時
よ
り
二
宮
別

昔
を
導
師
に
、
山
内
修
法
師
出

仕
に
て
法
要
が
営
ま
れ
、
檀
信

徒
に
対
し
祈
願
・
回
向
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
八
月
よ
り
就
任
し

た
宮
崎
執
事
長
を
修
法
導
師

に
、
参
列
者
に
対
し
て
「
智
慧

明
瞭
、
家
内
安
全
や
身
体
健
全
」

な
ど
の
御
加
持
が
修
さ
れ
、
全

国
各
地
よ
り
申
し
込
ま
れ
ま
し

た
祈
願
の
読
み
上
げ
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
（
写
真
左
）

山
内
の
講
堂
改
修
工
事
相
次
ぐ

報
恩
殿

研
修
会
館
の
隣
に
建
立
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
が
「
報
恩
殿
」

と
申
し
ま
す
。

こ
の
度
、
厚
木
市
希
心
会
（
会

長
　
飯
島
一
意
）
様
の
御
奉
納

に
よ
り
、
電
気
設
備
・
畳
替
え

等
の
工
事
が
行
な
わ
れ
、
内
装

が
一
新
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
報
恩
殿
」
は
、
日
蓮

聖
人
の
お
師
匠
様
で
あ
り
ま

す
、
道
善
御
坊
が
お
祀
り
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

清
澄
へ
お
参
り
に
な
ら
れ
ま

し
た
ら
、
椅
麗
に
な
り
ま
し
た

堂
内
に
、
是
非
お
参
り
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

練
行
堂

旭
が
森
に
向
か
う
途
中
に
古

式
豊
か
な
建
物
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
建
物
が
練
行
堂
と
申

し
ま
す
。
こ
の
度
、
沼
津
市
の
報
恩
会

様
御
奉
納
に
よ
り
、
床
の
張
替

工
事
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

した。旭
が
森
の
下
に
あ
り
ま
す
の

で
湿
気
が
多
く
、
合
板
よ
り
無

垢
材
の
方
が
良
い
と
の
こ
と
で

張
替
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
も
椅
麓
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
是
非
お
参
り
願
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
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聾
箇
陶
蟄
塗
圏

平
成
十
八
年
、
岡
崎
別

皆
の
代
よ
り
請
わ
れ
て
執

事
長
を
お
勤
め
頂
い
て
お

り
ま
し
た
佐
々
木
光
道
師

は
、
こ
の
度
、
ご
自
坊
の

事
情
に
よ
り
七
月
三
十
一

m
　
目
付
け
を
も
っ
て
退
任
さ

執
　
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
後
任
の
執

事
長
に
、
総
務
執
事
で
あ

り
ま
し
た
宮
崎
雅
量
師
が
、

八
月
一
日
付
け
で
就
任
し

執
務
に
就
い
て
お
り
ま
す
。

宮
崎
新
執
事
長
は
、
勝

浦
・
真
福
寺
の
住
職
で
、

昭
和
五
十
九
年
、
塩
田
別

普
代
よ
り
山
務
員
と
し
て

勤
務
。
布
教
部
・
庶
務
部

を
経
験
し
七
五
〇
慶
讃
年

前
よ
り
執
事
の
辞
令
を
受

け
山
務
に
つ
い
て
お
り
ま

し
た
。

清
澄
寺
の
事
は
、
知
り

尽
く
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
い
ろ
い
ろ
な
面
で
、

更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

佐
々
木
前
執
事
長
は
、

七
五
〇
慶
讃
後
の
お
山
の

運
営
が
大
変
厳
し
い
状
況

に
な
り
つ
つ
あ
る
時
期
に

就
任
さ
れ
、
山
務
を
ま
と

め
護
持
顕
彰
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

改
め
て
、
そ
の
ご
法
功

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
か
ら
の
能
事
は
、
前
々
号
・
前
号
の
檀
借
徒
様
宛

発
送
能
事
よ
り
抜
粋
さ
れ
た
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

七
月
二
十
八
日
に
、
清
澄
寺

運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た。

こ
れ
は
通
常
、
宗
務
院
で
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現
場
を

見
て
頂
く
必
要
も
あ
り
、
当
山

に
て
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
で
あ
る
上
村
貞
雄
宗
務

所
長
、
大
塩
孝
信
宗
会
議
貝
、

梶
山
寛
潮
総
務
部
長
、
望
月
義

仁
宗
会
議
貞
、
藤
原
円
俊
宗
会

議
員
、
松
下
憲
弘
宗
会
議
員
、

中
臣
泰
斎
宗
会
議
員
、
金
子
元

彦
宗
務
所
長
、
三
枝
泰
英
宗
務

所
長
、
畠
山
慈
浄
学
識
経
験
者
、

東
孝
信
学
識
経
験
者
の
十
一
名

の
方
々
は
、
十
二
時

三
十
分
に
集
合
さ
れ
、

別
首
並
び
に
執
事
長
、

さ
ら
に
地
元
の
塩
崎

望
巳
宗
会
議
員
よ
り
、

当
山
の
現
状
を
説
明

い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
茅
葺
き
で

老
朽
化
の
本
院
や
、
旭

が
森
の
急
傾
斜
地
等
を

視
察
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
の
皆
さ
ん
は
、
萱
が

腐
り
土
台
か
ら
傾
い
て

い
る
本
院
を
見
て
、
何

と
か
し
な
け
れ
ば
と
話

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
宗
祖
大
聖
人
が
始

め
て
お
題
目
を
お
唱
え
さ
れ
立

教
開
宗
の
宣
言
を
な
さ
れ
て
か
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ら
、
第
七
百
五
十
九
回
目
で
し

た
が
、
別
普
就
退
任
式
を
兼
ね

る
法
要
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

当
山
と
致
し
ま
し
て
も
例
年
と

は
違
い
、
幅
広
い
御
案
内
と
打

ち
合
わ
せ
で
準
備
を
進
め
ま
し

た。
更
に
、
途
中
で
大
幅
な
変
更

に
な
っ
た
事
は
、
皆
さ
ん
ご
存

じ
の
よ
う
に
、
三
月
十
一
日
の

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
法
要

後
の
祝
賀
会
が
自
粛
と
な
っ
た

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

地
元
の
三
日
月
ホ
テ
ル
を
予

約
し
て
日
程
は
進
め
て
お
り
ま

し
た
が
、
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
せ
て

頂
き
、
清
澄
の
研
修
会
館
で
食

事
を
し
て
頂
く
事
に
致
し
ま
し

た。
当
日
は
天
候
も
良
く
、
管
内

寺
院
・
寺
庭
婦
人
会
の
お
手
伝

い
の
皆
さ
ん
は
、
早
朝
八
時
ま

で
に
黒
門
脇
の
駐
車
場
に
集

合
、
ワ
ゴ
ン
車
に
乗
り
換
え
て

研
修
会
館
に
。

受
付
を
始
め
、
担
当
各
部
所

の
最
終
確
認
を
行
な
い
、
来
山

者
を
迎
え
る
体
制
を
整
え
ま
し

た。

十
一
時
五
十
分
、
第
一
鐘
が

鳴
る
と
、
研
修
会
館
に
控
え
ら

れ
て
い
た
来
賓
寺
院
、
本
願
人
、

檀
信
徒
の
皆
さ
ん
は
祖
師
堂
に

移動。法
要
が
始
ま
る
前
に
は
、
ご

宝
前
中
央
で
和
讃
会
有
志
の
方

の
和
讃
奉
詠
が
奉
納
さ
れ
ま
し

た。
堂
内
に
入
り
き
れ
な
い
出
席

者
は
境
内
の
特
説
テ
ン
ト
の
中

で
の
法
要
参
加
と
な
り
ま
し

た。
十
二
時
二
十
五
分
、
昇
堂
太

鼓
が
響
き
わ
た
る
と
、
管
長
内

野
日
給
祝
下
大
導
師
に
、
副
導

師
は
、
二
宮
目
敏
新
別
昔
・
上

村
貞
雄
南
部
宗
務
所
長
が
入

堂
、
開
式
と
な
り
ま
し
た
。

ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
渡
追
照
敏
宗
務
総

長
、
本
山
会
を
代
表
さ
れ
、
勝

浦
興
津
妙
覚
寺
堀
水
貫
首
祝
下

か
ら
中
條
前
別
昔
へ
の
御
慰
労

と
、
二
宮
新
別
昔
へ
の
お
祝
辞

を
頂
き
、
荘
厳
な
法
要
も
二
宮

別
普
・
佐
々
木
執
事
長
の
謝
辞

を
も
っ
て
閉
式
と
な
り
ま
し

た。

そ
の
後
、
研
修
会
館
の
道
場

で
記
念
の
集
合
写
真
、
各
部
屋

に
分
か
れ
て
祝
賀
の
食
事
会
と

な
り
ま
し
た
。
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法
要
中
盤
で
、
第
十
二
代
中

條
前
別
首
か
ら
内
野
管
長
祝
下

に
払
子
が
奉
還
、
続
い
て
内
野

管
長
か
ら
第
十
三
代
二
宮
新
別

昔
に
払
子
が
授
与
さ
れ
盛
大
な

拍
手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

法
要
後
の
内
野
管
長
の
お
言

葉
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
に
お
見
舞
い
、
犠
牲
者
に

は
追
悼
の
お
言
葉
を
申
し
述
べ

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

に
、
当
山
山
務
員
が
数
名
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
出
仕
を
さ
れ
ま
し

た。
六
月
六
日
か
ら
八
日
の
三
日

間
に
わ
た
り
、
清
澄
寺
地
元
の

日
蓮
宗
千
葉
南
部
青
年
会
主
催

の
企
画
に
強
い
賛
同
を
さ
れ
、

佐
々
木
光
道
執
事
長
を
筆
頭

に
、
村
田
数
行
法
務
主
事
、
小

澤
玄
勇
山
務
員
、
荻
野
泰
裕
山

務
貝
。そ
し
て
大
森
太
朗
庶
務
主
事

は
自
坊
住
所
地
の
神
奈
川
県
の

主
催
関
係
か
ら
参
加
し
、
現
地

で
一
緒
に
な
る
と
い
う
幅
広
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
つ
な
が
り
で

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
地
元
か
ら
各
自
電

車
に
て
東
京
へ
。
東
京
駅
で
全

員
が
合
流
し
、
新
幹
線
で
一
路

仙
台
へ
。
こ
こ
で
驚
い
た
こ
と
は
、
福

島
あ
た
り
を
通
過
し
た
頃
、
車

内
通
路
の
向
こ
う
か
ら
歩
い
て

く
る
、
元
清
澄
寺
に
山
務
さ
れ

て
い
た
舘
岡
妙
宝
法
尼
と
バ
ッ

タ
リ
顔
を
合
わ
す
事
に
な
り
ま

し
た
。お
互
い
に
ビ
ッ
ク
リ
し
会
話

を
交
わ
す
と
、
宮
城
に
慰
霊
に

行
く
と
の
事
で
し
た
。

同
じ
目
的
で
こ
の
よ
う
な
所

で
会
う
不
思
議
さ
を
感
じ
て
い
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る
う
ち
に
仙
台
に
到
着
。

駅
近
く
で
レ
ン
タ
カ
ー
に
便

乗
し
、
石
巻
市
日
和
山
公
園
に

て
　
『
大
震
災
物
故
者
慰
霊
法
要

並
被
災
地
早
期
復
興
祈
願
法

要
』
を
村
田
数
行
師
導
師
に
よ

り
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
奇
し
く
も
村
田
主
事
が
四
月

か
ら
青
年
会
長
の
た
め
）

続
い
て
石
巻
市
門
脇
サ
ッ

カ
ー
場
（
物
故
者
土
葬
埋
葬
所
）

に
て
『
慰
霊
法
要
』
を
営
み
ま

した。翌
七
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
ア
ム
ー
ル
石
巻
」
　
の
担

当
者
指
示
に
従
い
、
市
内
住
宅

街
に
て
、
住
宅
庭
の
ヘ
ド
ロ
と

U
字
溝
内
の
ヘ
ド
ロ
撤
去
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

八
日
は
昼
過
ぎ
ま
で
、
宮
城

復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
全
国

よ
り
集
め
ら
れ
た
支
援
物
資
の

仕
分
け
作
業
を
致
し
ま
し
た
。

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
、
数
々
の
素
晴
ら
し
い
出
会

い
も
あ
り
ま
し
た
。

慰
霊
法
要
中
に
私
達
の
後
ろ

で
共
に
手
を
合
わ
せ
て
下
さ
っ

た
方
は
、
親
族
を
亡
く
し
、
幸

い
現
状
を
背
負
い
な
が
ら
も
一

歩
ず
つ
前
へ
歩
ま
れ
て
い
ま
し

た。
作
業
場
の
近
所
に
住
む
方
々

は
、
「
本
当
に
有
難
う
」
　
の
言

葉
を
私
達
に
送
っ
て
下
さ
い
ま

した。当
初
は
　
「
被
災
さ
れ
た
方
々

の
為
に
何
か
出
来
る
こ
と
は
な

い
か
、
少
し
で
も
力
に
な
り
た

い
」
と
い
う
思
い
も
、
「
お
経

を
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
」
と
い
う
思
い
に

自
然
と
変
わ
っ
て
い
く
の
を
感

じ
ま
し
た
。

参
加
者
一
同
が
黙
々
と
作
業

に
取
り
組
む
姿
勢
や
、
終
え
た

あ
と
の
顔
を
見
ま
す
と
　
「
私
だ

け
で
な
く
、
皆
も
そ
う
感
じ
て

い
た
の
で
は
」
と
の
確
信
を
し

て
お
り
ま
す
。

日
蓮
大
聖
人
は
、
大
衆
の
苦

し
み
を
我
が
苦
し
み
と
し
て
強

く
受
け
止
め
ら
れ
、
お
一
人
で

力
強
く
立
ち
上
が
ら
れ
、
大
慈

悲
を
も
っ
て
法
華
経
の
実
践
信

行
で
あ
る
お
題
目
の
信
仰
を
お

弘
め
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、
本
当
に
か
け
が

え
の
な
い
ご
縁
を
皆
様
と
結
ば

せ
て
い
た
だ
き
、
何
も
の
に
も

代
え
難
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
（
感
想
文
よ
り
抜
粋
）

七
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日

は
年
中
行
事
の
妙
見
大
祭
で
し

た。
本
年
は
大
型
台
風
六
号
の
接

近
で
、
不
安
な
日
程
と
な
っ
た

た
め
、
参
拝
者
の
参
道
登
山
の

安
全
を
考
え
て
、
大
堂
で
の
出

開
帳
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

幸
い
な
が
ら
台
風
の
直
撃
上

陸
は
ま
ぬ
が
れ
ま
し
た
が
、
風

雨
の
中
で
の
大
祭
に
な
り
ま
し

た。
そ
の
よ
う
な
天
候
で
あ
り
ま

し
た
が
、
地
元
や
県
内
漁
業
関

係
者
の
皆
様
と
県
内
外
か
ら
多

く
の
ご
参
拝
を
頂
き
ま
し
た
。
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各管区の青年会
寺子屋利用相次く
日蓮宗青年会の活動として、各地区で寺子屋が開催さ

れておりますが、清澄寺を会場に実施される管区が増え

てきているようです。

次世代の子供たちが清澄を利用される事は、大変喜ば

しい事です。実施された管区は、下記の通りです。

早
朝
の
一
番
開
帳
は
二
宮
別

昔
導
師
に
よ
り
厳
修
さ
れ
ま
し

た。
朝
の
う
ち
は
人
数
も
少
な
い

状
況
で
し
た
が
、
山
務
貞
の
修

法
師
が
出
仕
の
も
と
、
読
経
～

法
楽
。人
数
の
多
少
に
関
係
な
く
丁

重
な
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し

た。
又
、
二
十
一
日
は
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
が
通
行
止
め
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
関
係
で
、
二
十
二
日
に

御
参
拝
頂
い
た
方
も
お
り
、
翌

日
に
か
け
て
で
も
お
参
り
頂
い

た
事
に
、
大
変
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
勝
浦
市
の
山
本
さ
ん
や
山
梨

甲
州
市
か
ら
ご
来
山
頂
き
ま
し

た
明
盛
園
（
ぶ
ど
う
園
）
経
営

の
窪
田
さ
ん
親
子
は
　
「
登
山
は

大
変
で
無
理
で
す
が
、
出
開
帳

に
な
り
、
お
陰
さ
ま
で
妙
見
様

を
拝
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
」
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
酷

暑
が
続
い
た
今
年
の
夏
。

九
月
に
な
っ
て
も
そ
の
暑
さ

は
衰
え
る
事
無
く
、
十
月
に
な

り
漸
く
朝
夕
の
風
が
心
地
よ
い

季
節
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た。

そ
の
暑
い
最
中
の
七
月
に
、

清
澄
寺
運
営
委
員
会
の
会
議

が
、
始
め
て
当
山
（
現
地
）
　
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
院
の

現
状
を
見
て
委
員
全
員
が
ビ
ッ

ク
リ
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

又
、
山
内
で
は
他
の
諸
堂
（
報

恩
殿
・
練
行
堂
等
）
　
を
始
め
、

大
太
鼓
の
皮
修
理
・
大
昇
り
旗

も
傷
み
の
酷
い
状
況
に
、
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
山
積

で
す
が
、
不
思
議
に
も
篤
進
者

が
相
次
い
で
現
れ
て
大
変
あ
り

が
た
い
事
だ
と
心
に
沌
み
入
っ

て
お
り
ま
す
。

六
月
に
は
山
務
貞
数
名
が
、

宮
城
の
被
災
地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
奉
仕
に
出
か
け
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
復
興
の
先
は
見
え
て

い
な
い
事
と
思
い
ま
す
。

清
澄
寺
で
は
被
災
さ
れ
た
地

域
の
早
期
復
興
と
物
故
者
の
御

供
養
を
連
日
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
是
非
皆
さ
ん
も
ご
登
山
頂

き
、
物
故
者
の
ご
回
向
、
被
災

者
の
速
や
か
な
る
復
興
祈
願
を

共
に
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
千
葉
西
部
青
年
会

七
月
二
十
五
日
～
二
十
七
日

（
二
泊
三
日
）

総
勢
七
十
七
名

◎
東
京
南
部
青
年
会

七
月
二
十
六
日
～
二
十
八
日

（
二
泊
三
日
）

総
勢
六
十
名

◎
東
京
西
部
青
年
会

七
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日

（
一
泊
二
日
）

総
勢
五
十
一
名

◎
千
葉
南
部
青
年
会

八
月
四
日
～
六
日（

二
泊
三
日
）

総
勢
五
十
七
名


